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主な活動（８月）
●国会議員会館訪問(５日)
●「観光だけじゃないに☆三重のええとこ」開

催(21日)
●三重テラス「薬膳セミナー」(23日)

●首都圏大学連携プロジェクト「SHINE」参画
(25、28日)

●SHINAGAWA HIVEイベント参加(25日)
●東海北陸ブロック物産観光連絡協議会メディ

ア情報提供会参加(27日)

各所⾧が観光だけじゃない「まちの魅力」をアピール

８月25日(火)、首都圏大学連携プロ
ジェクト「SHINE(シャイン)」((一社)
エッジソン・マネジメント協会主催）に
参加する大学生全36人のうち12人に東
京事務所に訪問いただきました。

SHINEは、キャリア教育や学びへのモ
チベーションの向上などを目的に、学生
の主体性・自主性を重視した対面型で学
ぶプログラムで、上智大学、東京理科大
学、明治大学、早稲田大学の学生が民間
企業や官公庁などを複数訪問し、ワーク
ショップや座談会を行うものです。

東京事務所では、参加者に市の概要や
取組、市職員としての経験談などを共有

８月21日(金)、渋谷キューズで、三重県主催、四日市市・津市・鈴鹿市共催によ
り、「観光だけじゃないに☆三重のええとこ～三重県・四日市・鈴鹿・津が本音で
しゃべるんさ～」を開催し、民間企業の
社員ら30人に参加いただきました。

当日は、県内の東京事務所⾧４人がそ
れぞれ地域の隠れた魅力や、実は日本一
のもの、身近にある物産品などを紹介し
ました。

また、ご当地クイズ大会や名刺交換会
などを行い、参加者と交流を深めました。

大学生12人が東京事務所で
行政課題解決ワークショップに挑戦

三重県と県内３市の東京事務所合同イベント／渋谷キューズで開催

首都圏大学連携プロジェクトに参画 した上で、行政課題の解決策を考える
ワークショップを行い、「働く」ことに
ついて考える機会を提供しました。

８月28日(金)には、明治大学駿河台
キャンパスで、全参加者(６チーム)が、
就労観の変化について発表し合ったり、
訪問先の社会人から仕事を続ける原動力
やノウハウを聴いたりすることで、学び
や気づきを深堀りし、自分たちの将来や
目標を考える機会としていました。

◀市の紹介をした後、
鈴鹿医療科学大学
髙木久代副学⾧か
ら薬膳や栄養の基
礎についての講座
を行っていただき
ました。


